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スラム人口1億人､めまいするインドの難問
モディ政権の都市近代化プランは成功するか

ムンバイの街（写真：河口信雄/アフロ）

インドの都市化はほかの新興国に比べてゆっくりと進んでいます。都市に住む人口
の割合は2001年の28％から、11年に31.1％に達したに過ぎません。これはほかの
新興国に比べるとまだ低く、インドの都市計画が充分なものだったのかという疑問が
わき上がります。しかしナレンドラ・モディ首相の時代を迎え、都市化のスピードは
過去よりも高くなると期待されています。国家計画委員会によると、都市人口は31
年に６億人となり、11年比６割増になる見通し。インドではかつてないスピードで
都市の膨張が始まりそうです。

スラム人口は1億人に

現状をみると、インドは都市化をめぐってめまいがするような難問に直面していま
す。多くの都市は無計画で場当たり的なやり方で発展してきたため、住宅の思わぬ不
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足が起こりつつあります。住宅・都市貧困緩和省（MHUPA）によると、2012年の住
宅不足は1900万戸に上りました。

またスラムに住んでいる人口は、2011年の6600万人から2017年の1億0500万人
に増えると予測されています。大気汚染は世界最悪レベル、騒音公害も深刻。不適切
な交通管理により交通事故も絶えません。インフラの不足によるコスト増大も指摘さ
れています。たとえば、都市部の水不足により、その地域の人々は明らかに高いコス
トを払わなければならなくなっています。

しかしだからといって、インドが正しい方向に進もうとしていなかったわけではあ
りません。政府は住宅政策やスラム解消の構想を試みてきました。多くの州では関連
法制も施行されています。

10年ほどさかのぼると、政府は過去最大規模の都市インフラ整備計画であるジャワ
ハルラール・ネルー国家都市再生ミッション（JNNURM）を施行しています。都市開
発省によると、JNNURMは2012年３月までに112億ドル相当のプロジェクトを認可
しているとのことです。しかしこれらのプロジェクトは必ずしもインドの都市の風景
を一変できたワケではありません。なぜなら、これらのプロジェクトは都市開発にか
かわるほかの要素と歩調を合わせてはいないからです。このままではインドの都市計
画は経済成長に資せず、国民の生活を安らかなものにすることができません。

このような環境の中で就任したモディ首相。選挙スピーチの中で、モディはこのよ
うに言ったことがあります。「われわれは都市化を脅威としてではなく、オポチュニ
ティーとしてとらえなければならない」「都市はかつて川岸に沿って建設されたが、
現在は高速道路に沿って建設されなくてはならない」……。モディがこのように都市
問題を重視している背景のひとつは、州首相を務めたグジャラートでの成功体験があ
るからでしょう。

モディが州首相時代に、グジャラートは特別投資地域（ＳＩＲ）の取り組みを始
め、現在までにドレラなど13のＳＩＲ都市を開発しています。同時に、すでに存在
する都市の発展という意味で、グジャラート州の主要都市である アーメダバードは
良い例になるでしょう。サバルマティ川沿いはパリやロンドンのように再開発されま
した。インド唯一といって良い都市交通システムがあるのもアーメダバードです。

すべての家庭に住宅を！

さらに重要なのは、モディが手頃な価格の住宅をすべてのインド人家庭に提供する
と約束したことです。インド人民党は、独立75周年となる2022年までにこの公約を
達成するとしていますが、それには1500億ドルが必要になるとされています。巨大
な額であり、この計画の壮大さを物語っています。
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こういった中、インドの都市化は巨大なビジネスチャンスとして世界的な注目を集
めています。ヴェンカイアー・ナイドゥ都市開発相によると、新しい包括的な都市化
計画はごみ処理、公共交通、スマートシティ100カ所の創出、住宅取得を進めるため
のローン金利引き下げなどが骨子となるもようです。 これらのプロジェクトの中に
は、外資企業にも参加できるものが多数あると期待されています。日本企業は今のと
ころ、鉄道・道路インフラプロジェクトに主な関心を示しています。

インドは通信セクターにおいて、高コストだった固定電話から携帯電話へと蛙跳び
で移行しつつあります。それと同様に、都市も急速に近代化するのではないでしょう
か。


